
日本人のこころには、
仏教はどう思われている？

総務省の調べによると、8470万人
もの日本人が仏教徒であると推定し
ている。世界の約4億人の仏教徒を
考慮しても、やはり日本は一大仏教
国であるといえよう 1）。しかしなが
ら、昨今の日本では「直葬」や「家
族葬」などが注目を浴び、仏教の出
番とされる葬儀現場でさえ、僧侶が
必要とされなくなってきている。は
たして今でも仏教は日本人のこころ
のベースになっているのであろうか。

NHKの世論調査によると、日本人
の約90％が「仏教」に対してはよい
イメージを持っているのに対し、「お
寺」に対してはよいイメージを持っ
ている人は20％、「僧侶」に対しては
10％という結果であった 2）。20年後
は、浄土真宗の約60％の寺院の運営
が厳しい、と同調査は伝えていた。
筆者も、各地のお寺を訪れる度に、
消えてゆく老齢の信徒を継いで、お
寺にお参りする世代が少なく、寺院
が年々閑散としていく様子を目の当
たりにしてきた。宗派を問わず、日
本仏教は大きな転換期を迎えている
といっても過言ではない。
鎌倉時代以来、僧侶は信徒の愚痴

や悩みを聴いて、こころのケアを日常
的に行っていた。家族でお仏壇に手
を合わせる、あるいはお寺に参る、
という行為は日本人の精神性を深い
部分で支えてきていた一側面と言え
よう3）。増え続ける青少年の犯罪に関
しても、作家の藤本義一氏が、凶悪犯
罪を犯した青少年のどの家庭にもお

仏壇がなかった、と示唆している4）。

仏教を勉強する僧侶の卵は、
仏教をどう思っている？

誤解のないように付け加えると、こ
ころの未来研究センターは特定の宗
教等は一切勧めない立場である。今
回の研究で仏教を取り上げるのは、
若い僧侶たちは「宗教が社会に貢献
すべき」「自分で社会に貢献したい」
という趣旨をどこまで持っているか
という意識やこころを検証したいの
であり、仏教はあくまでも代表的な
「バローメーター」となるからである。
かつての道元、日蓮、法然、親鸞等

は民衆の教育者であり、人々の苦悩
に寄り添って生きてきた。現代の日
本社会で、僧侶が民衆に信頼され、
迷える心を導くことができるのだろ
うか。若手僧侶の意識や希望、ま
た、お寺の活動を浮き彫りにするこ
とを目的としてアンケート調査を行
った。協力してくれた高野山大学、
駒澤大学、大正大学、立正大学、龍
谷大学で僧侶を目指す140名のデー
タを分析した（平均年齢＝24.7±7.5

歳）。大学によっては回答者の数や背
景にばらつきがあることから、傾向
を述べるに留めるが、以下、結果を
報告する。
アンケートでは、まず、以下の3

項目に対する意識調査を行った。
①日本仏教が果たし得る役割のなか
で大切だと思うこと。
②属している寺院が果たし得る役割
で大切だと思うこと。
③僧侶個人として果たし得る役割で
大切だと思うこと。

①～③のいずれの項目でも、若手
僧侶は信徒の相談にのり、悩み解決
や支援が一番大切だと思っているこ
とが浮き彫りになった。
次に、「未来を考える上で、何を学
んでいきたいと思うか」を記述式で
尋ねた。たとえば、高野山大学・立
正大学は「仏教を現代にいかに伝え
ていくか。カウンセリング方法」、
駒澤大学は「自己究明、仏教の現代
化、寺院の運営と伝道」、大正大学は
「仏教の現代における役割」、龍谷大
学は「僧侶としての在り方、現代人
への対応と絆構築法」が挙げられる。
共通して、僧侶の現代的役割、個々
に悩み苦しむ人への対応を積極的に
学びたいという姿勢が見られた。
なかには、「被災地で僧侶として自
分の無力さを感じた。カウンセリン
グの技術を学びたい」「各宗派の僧侶
の堕落が目立つ。まず僧侶としての
自覚を育みたい」「寺院の存続のた
めには、不本意でもビジネスと割り
切らないといけないだろうか？」な
ど、現代僧侶として揺れ動く姿に出
会うこともできた。具体的な対応方
法を探求していきたいという焦燥感
すら感じられる。

こころを聴き出す仏教活動の1例

ここで、若手僧侶が奮闘している1

例をあげたい。仏教系大学の学生が
中心となり活動している「グチコレ
クション」、通称「グチコレ」では、
路上で一般市民の愚痴を聞き、「他
力本願ネット」（http://tarikihongwan.

net/）というホームページにリンク
させている。そのコアメンバーの龍

谷大学実践真宗学研究科3年生の大
塚雄介氏にインタビューを行った。
グチコレは2012年10月に設立され、
メンバーは龍谷大学や京都女子大学
などの学生十数名から成り立ってい
る。警察に路上許可証を取って、週
1回夕方から夜にかけて3時間程度、
京都タワー下で実施している。この
他にも人権をテーマにした「ヒュー
マンフェスタ」や、南青少年活動セ
ンター内のカフェなどにも出張し、
その模様をホームページで報告して
いる。
愚痴は本来仏教用語で、煩悩の1つ

である。愚痴を聞くのは僧侶の役割
でもあり、かつての僧侶は、信者の
よき相談相手であった。学生はカウ
ンセリングの専門家ではないので、
あくまでも傾聴に徹する。相槌と質
問、共感をもって愚痴を聴き、批判
や分析、提案はしない。深刻な悩み
の場合、専門機関を紹介することも
ある。今まで500人以上の愚痴を収集
してきて、マスコミにも取り上げら
れた。

10代女性は「優先座敷でおばあち
ゃんが電話している」、20代女性は
「ダイエットがうまくいかない」、30

代会社員は、「彼女が浮気をしてい
るようだ」、40代夫婦は「子どもが生
意気になってきた」、60代男性「地元
の住職の字は下手」、70代女性「塩分
を控えないといけないのが辛い」な
ど、思わず頷ける、路上で聴いた愚
痴の数々を、メンバーの共感を込め
たコメントとともに、ネット上で公
開する。
即座に解決を必要とする悩みとは
違うが、愚痴は自分自身の現状や価
値観、本音に向き合うための重要な
手がかりとなる。実際、グチコレは
3つのステップと目的がある。まず
話し手は愚痴を路上の「グチコレク
ター」に共感してもらうことで心
が軽くなる。次にHPにアクセスし
て、掲載されている自分と他人の愚
痴を閲覧し、グチコレクターの客観

的なコメントを
見る。そして 3

つ目には、自分
自身の在り方を
振り返り、最終
的に社会の在り
方に気づき、周
囲の人々にも寛
容になってい
く。つまり、愚
痴とは、本来自
己中心的なもの
だが、その愚痴
を客観視するこ
とによって、自
分を振り返り、
他者の視点にも
立って物事が見
えるようになる
ということであ
る。大塚氏によ
ると、愚痴は長
いときには 1人
1時間聴き続けることもある。しか
し、愚痴をあふれさせる人が笑顔で
立ち去るのをみると、やりがいを感
じる、というのがグチコレメンバー
共通の見解であった。

仏教の活動は現代人のこころを
支え得るか

今回のアンケート調査の結果では、
最も大切な役割は信徒の悩み相談で
あり、カウンセリングや心理学を学
びたいという若手僧侶の声が大きか
った。その一方で、欧米では著名な
精神医学者たちが、仏教哲学と実践
を臨床に応用する動きが活発化して
いる。2008年に、仏教会と心理学派
の動向に応えるために日本仏教心理
学会が設立され、仏教と心理学が手
を携えることにより、社会貢献を目
指す僧侶、心理学者が研鑽を重ねて
いる。
グチコレに関わる若手僧侶たちは、
不安な社会を生き抜くために何が必

要か、何ができるかを熟考し、活動
を実行している。また、ボランテイ
アで、被災地に赴く超宗派の僧侶の
グループもある。彼らの姿に、仏教
の可能性が見えるかもしれない。仏
陀は人の深刻な悩みを聴き、苦を解
脱する道を説いた。日本の僧侶も伝
統的に門徒や檀家の悩みを聴き、こ
ころの支えに努めることができる。
仏教だからよい、というわけではな
い。しかし、日本仏教は現代人のこ
ころのニーズに応じてくれれば、大
事な役割を担い、存在価値を改めて
示せるのかもしれない。
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